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ＪＲ産業に集う 
すべての仲間の 
ＪＲ連合への 
総結集を！！ 

2023年度 
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２０２４年 ２月 １４日 日本鉄道労働組合連合会 

【第 17 回】女性役員意見交換会 

ＪＲ連合は２月１日、「第 17回女性役員意見交換会」を開催した。相良夏樹組織局長、吉田

春菜執行委員のほか５単組 18 人の女性役員等が参画し、今回初めてＪＲグループ労組連絡会

（ＪＲ東海連合）から、東海交通事業労働組合の藪本南津子執行委員が参加した。また、開催

地であるＪＲ四国労組からは９名の役員が参加し、活発な意見交換を行った。ＪＲ連合は引き

続き本会を定期的に開催し、出された意見も反映して男女平等参画推進活動を展開していく。 

泊勤務をしている私達こそ「泊勤務をしている女性の課題」を誰よりも知っている 

意見交換会の冒頭、相良局長がＪＲ連合「第４次男女

平等参画行動目標」の説明と、連合「全国男女平等推進

委員会委員長連絡会」の報告を行った。その後、「女性

役員を増やす上での課題は何か」をテーマに意見交換を

行った。まず、「役員を増やす上では女性社員を増やす

ことが重要」という話に及んだが、今回は乗務員経験者

の参加が多かったこともあり、ＪＲ特有の不規則な泊勤

務が、出産・育児を含めた女性のライフサイクルに上手

く合致せず、それが女性社員の採用や定着にマイナスになっているとの意見が出された。他方

で業務の性質上、泊勤務自体を無くすことはできないとの意見も出された。そこで、個別事情

に寄り添える制度の設計や要員体制構築に向け、女性として泊勤務に従事する自分達だからこ

そ認識する課題を整理し、各単組の労使交渉はもちろん、育児・介護制度に係る国の審議会に

も参画する「連合」の会議等でも声を上げていくことが必要、という方向で意見がまとまった。 

目標達成のために「誰でもいいから女性を役員に選出しよう」・・・はやめよう！ 

また、女性役員の選出について、ＪＲ九州労組の女

性組合員アンケートで、「説明を受けて納得できれば

組合役員を引き受けても良い」との回答が一定数あっ

たことが紹介された。これを受け、参加者からは、

「自ら手は挙げないが、声を掛けられたら役員を引き

受けても良いと考える人達はいる」という意見も出さ

れた。一方、最近は女性役員を増やそうとするあま

り、「女性であれば誰でも良い」といった形で役員の

打診を行う例もあるとの指摘もなされた。あくまで

「女性だから」でなく、「あなただから」必要とされたと本人が感じられるアプローチでなけ

れば納得感は得られないと全体で意見がまとまった。これは、前述した「第４次目標」達成

に向けても重要な要素であり、後段で開催した「第 36回中央委員会」において、相良局長は

本意見を紹介するとともに、役員人事を行う上で留意するよう委員会構成員に呼び掛けた。 

相良局長の提起に耳を傾ける参加者 

当日の参加メンバー 


